
＊上記ニッペパーフェクトフィラーをローラー施工する際に、高温時や風が強い場合などの乾燥が速まるような条件下では、希釈率を上限値の範囲内で調整することをご推奨致します。
（作業性や仕上がりの向上をさらに図ることができます。）



著しい汚染が発生しそうな個所には、状況に応じてニッペクリスタコートをオーバーコート剤として
塗装することで汚染を軽減することができます。

素地表面のアルカリ度はｐＨ１０以下、表面含水率は１０％以下（ケット科学社製ＣＨ-２型で測定した
場合）、または５％以下（ケット科学社製Ｈｉ５００シリーズ：コンクリートレンジで測定した場合）の条件
で塗装してください。

過剰希釈すると本来のつやが発現しないおそれがありますので、規定の希釈量をまもってください。

調色には必ず当社専用の原色をお使いください。
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